
No.1092No.1092No.1092No.1092No.10921 11
平成27年平成27年

1
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受付時間
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受付時間

8:30～19:00
受付時間

8:30～19:00
受付時間

土・日・祝休日も
受け付けています

土・日・祝休日も
受け付けています

12月29日～1月3日
はお休みです

土・日・祝休日も
受け付けています

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（12月29日～1月
3日は除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～18:00

問い合わせは

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（12月29日～1月
3日は除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～18:00

問い合わせは
明けましておめでとうございます。ことしのえとは、「ひつじ」ですね。
今回は吉原小学校の皆さんが、元気でかわいい「ひつじ」の人絵を校庭
いっぱいに描いてくれました。撮影当日の笑顔いっぱいの表情がとても
印象的でした。ひつじのモコモコした毛の感じがよく出ていると思いませ
んか。ひつじは、仲間と一緒に行動することが多く、暖かくて、ふかふか
したイメージがありますね。本年が皆さんにとって明るい一年になります
よう祈念します。

人　口　257,681人  （前月比ー49）
　　男　127,273人  （ー65）
　　女　130,408人  （+16）
世　帯　100,805世帯（+48）12月1日現在
編集・発行　富士市総務部広報広聴課
〒417-8601　静岡県富士市永田町1-100

☎0545-51-0123 50545-51-1456
　　　　　

もくじ…新ゴＢ18Ｑ
丸数字…UD新丸ゴＭ14Ｑ
円　…直径4.793㎜（多少誤差あり）、白フチ0.5㎜
　　　丸数字と文字の間は1.329㎜
※もくじ・円の色は「広報ふじ」のロゴに合わせる。

見出し…新ゴM16Ｑ、行間 6 ㎜ 
写真キャプション…太ゴ14Ｑ
白フチ…0.8㎜
1桁数字…AV-120

　新年のごあいさつ　　　特集　　　　暮らしのたより■新年のごあいさつ　　■特集　　　■暮らしのたより 

　■ 新年のご挨拶／元日号お年玉プレゼント　　■ 特集　年男・年女　新春インタビュー　　■ 暮らしのたより 

2015年のえと「未
ひつじ

」
の人絵に挑戦した
吉原小学校の皆さん

ウェブサイトhttp://fujishi.jp　※t
ツイッター
witter・F

フェイスブック
acebook・Y

ユ ー チ ュ ー ブ
ouTubeでも情報発信中。　　　　　



富
士
市
議
会
議
長

　
　
　
小こ

山や
ま

　
忠た
だ
之ゆ
き

　
2
0
1
5
年
新
春
、
心
新
た
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
拝
察
し
、
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
か
ら
2
年
が
経
過
し
ま
す
。
来
る

東
京
五
輪
に
向
け
た
地
域
の
取
り
組
み
も
さ
ら
に
一
歩
、
具
体
化
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
富
士
市
観
光
の
目
玉
の
一
つ
と
期
待
さ
れ
る
「（
仮
称
）
富
士

山
登
山
ル
ー
ト
3
7
7
6」（
海
抜
0
メ
ー
ト
ル
か
ら
の
登
山
道
）
が
、
夏
ま

で
に
は
披
露
さ
れ
る
予
定
で
す
。そ
も
そ
も
富
士
山
は
足
元
か
ら
歩
い
て
登
る
、

文
化
遺
産
の
原
点
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
ふ
も
と
（
市
街
地
）
や
中
腹
に
至
る
ま
ち
の
各
所
で
異
次
元

の
新
し
い
交
流
が
始
ま
る
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。
そ
ん
な
夢
を
念
頭
に
据
え

な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
の
1
年
に
幸
多
か
れ
と
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

青島広志の楽しくクラシック3
 2月13日（金）19:00 開演
提供：ロゼシアター

ロゼシアター公演チケット

ペア2組H
富士山ひららセット引きかえ券
　　　　  　 提供：富士市商工会

もちもち、つるつるの新食感

F 5人

富士の緑茶 1 ケース
（24本セット）
提供：JA 富士市

おいしい富士のお茶

G 5人

富
士
市
長

　
　
小こ

長な
が
井い

　
義よ
し
正ま
さ

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶よ

ろ
こび

申

し
上
げ
ま
す
。

　
市
長
就
任
以
来
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
明
る
い
未
来
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
「
生
涯
青
春
都
市
」
の
実

現
に
向
け
、
青
春
大
賞
の
創
設
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
新
年
を
機
に
、
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
た
だ
き
、
そ
し
て
、
私
と
と
も
に
、
富
士
市
が
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
、
誰

も
が
青
春
を
謳お

う
歌か

で
き
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
す
ば
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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富士本町商店街オリジナル
トイレットペーパー（6個セット）
提供：富士本町商店街振興組合

ロペティがデザインされた

岩手県雫
しずく

石
いし

町
ちょう

の菜種油
「菜の雫

しずく

」（2本セット）
提供：㈱しずくいし

友好都市からの贈り物

A

E

元日号　お年玉プレゼント

5人

おなじみのご当地グルメ
富士つけナポリタン加盟店共通食事券
2,000円分とナポリンストラップ
（有効期限：平成27年 2月28日）
提供：富士つけナポリタン大志館

C 5人

5人

富士市の観光グッズ（ふせんノー
ト、ボールペン、携帯クリーナー、
水溶性ティッシュ）
提供：富士山観光交流ビューロー

富士山の魅力盛りだくさん

D 10人

応募方法 アンケート
質問1

質問2

広報ふじで今後取り上げてほしいこ
とは何ですか。

広報ふじの感想をお書きください。

　 1 月15日（木）（必着）までに、はがきまたはFAX・Eメール
（件名「元日号プレゼント」）に右記のアンケートの答えと希
望賞品（A～Hから１つ）、郵便番号、住所、氏

ふり

名
がな

、年齢、
電話番号を記入し、〒417-8601　富士市役所広報広聴課へ
551-1456　Ekouhou@div.city.fuji.shizuoka.jp
※応募者多数の場合、抽せん。
※市内在住の人で、賞品を市役所まで取りに来られる人に限
　ります。応募は１人１通のみです。
※当せん者には、当せん票を郵送します。賞品は、市役所 8
　階広報広聴課で当せん票と交換しますので、当せん票を持
　参し、窓口にお越しください。

ダブルチャンス !!
　抽せんに漏れてしまった人の中から
再抽せんで下記の景品が当たります。

■富士本町商店街エコ商品券500円分
　ほか　20人
　提供：富士本町商店街振興組合
■500円分のQ

ク オ

UOカード　10人
■文具セット　7人
■紙製品の詰め合わせ　1人

プラネタリウム「わいわい劇場」
招待券（有効期限：平成27年3月31日）
提供：道の駅 富士川楽座

世界最高峰の夜空へご案内します

ペア10組B

3 広報ふじ 2015年 1月 1日号 　
　 　2

広報ふじ 2015年 1月 1日号



 4広報ふじ 2015年 1月 1日号

平成15年生まれ

牧田　滉
こうへい

平さん
（浅間上町）

新舞踊は
おもしろい よ  

り
磨
き
の
か
か
っ
た
踊
り
を

　

５
歳
か
ら
、
新
舞
踊
の
舞
台
袖
で
太
鼓
を
た
た
い
た
り
、
最
後

に
み
ん
な
で
踊
る
総
踊
り
を
一
緒
に
踊
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

小
学
６
年
生
に
な
っ
た
昨
年
、「
小
学
生
最
後
の
思
い
出
に
」
と
、

家
元
で
あ
る
祖
母
に
教
わ
り
な
が
ら
本
格
的
な
踊
り
の
練
習
を
夏

か
ら
始
め
、
10
月
の
富
士
市
総
合
文
化
祭
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

当
日
踊
っ
た
『
古こ

じ
ょ
う城

』
は
、
足
の
動
き
が
難
し
く
、
練
習
が
と

て
も
大
変
で
し
た
。
本
番

は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
練

習
ど
お
り
に
で
き
、
多
く

の
拍
手
を
も
ら
え
て
、
達

成
感
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
練
習
を
続

け
、
も
っ
と
上
手
に
踊
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

平成15年生まれ　吉村　美咲さん（富士岡）、
石川　奈々美さん（増川）、井倉　瑞

み　く

空さ
ん（原田）、佐野　華

か

鈴
りん

さん（富士岡）

仲  

間
と
と
も
に
…　

F
u
j 
i
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

私
た
ち
は
市
内
外
の
学
校
に
通
う
小
学
生

が
集
ま
っ
た
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

で
、
総
勢
25
人
の
う
ち
４
人
が
ひ
つ
じ
年
生

ま
れ
で
す
。
放
課
後
や
土
・
日
曜
日
な
ど
、

週
に
４
〜
５
日
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
練
習

は
大
変
で
す
が
、
休
憩
中
に
は
み
ん
な
で
楽

し
く
話
を
し
て
い
ま
す
。
学
校
の
友
だ
ち
と

遊
ぶ
時
間
は
な
か
な
か
つ
く
れ
ま
せ
ん
が
、

試
合
に
勝
っ
た
と
き
に
は
や
っ
て
い
て
よ
か

っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
と
し
の
目
標
は
、「
明
る
く
元
気
よ
く

健
康
で
、
県
東
部
大
会
１
位
、
県
大
会
３
位

以
内
入
賞
」。
仲
間
同
士
で
声
を
か
け
合
い

な
が
ら
レ
シ
ー
ブ
や
ス
パ
イ
ク
の
ミ
ス
を
な

く
し
、
目
標
達
成
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
！

﹇
全
員
後
列
﹈右
か
ら
３
番
目
：
吉
村
さ
ん
、
左
か
ら

２
番
目
：
石
川
さ
ん
、
左
か
ら
３
番
目
：
井
倉
さ
ん
、

左
か
ら
４
番
目
：
佐
野
さ
ん

フ　
　
　

ジ

　平成27年(2015年)の干
え

支
と

はひつじ。この特集では、市内に住むひつ
じ年生まれの年男・年女の皆さんに、新春インタビューとして「新年
の抱負」を伺いました。

特集　年男・年女　新春インタビュー

ことしの年男・年女の皆さんに
「新年の抱負」お聞きしました

寿
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平成 3 年生まれ

川口　慎之介さん
（今井）

消防団に
入団しています

平成 3 年生まれ

遠藤　千紗さん
（中野台）

歯科助手として
奮闘中！ 憧  

れ
の
消
防
の
活
動
で
、
地
域
を
守
り
た
い

充  

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
た
い

　

幼
い
こ
ろ
に
映
画
で
見
た
消
防
士
に
憧
れ
て
、
消
防
の
仕
事
に

携
わ
り
た
い
と
思
い
、
３
年
前
に
入
団
し
ま
し
た
。
決
ま
っ
た
日

程
で
行
う
訓
練
の
ほ
か
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
の
配

布
、
火
災
警
報
器
の
点
検
、
夜
の
巡
回
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
で
、
十
分
に
活
動
に
参
加
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

火
災
現
場
に
は
、
こ
れ
ま
で
３
回
出
場
し
、
交
通
整
理
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

分
団
の
中
で
は
一
番
年

下
で
す
が
、
こ
と
し
も
ほ

か
の
団
員
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
地
域
を
守
れ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。
同
世
代

の
団
員
が
ふ
え
る
と
う
れ

し
い
で
す
ね
。

　

歯
科
助
手
と
し
て
働
き
始
め
て
か
ら
、
も
う
す
ぐ
３
年
が
た
ち

ま
す
。
学
生
時
代
に
東
京
に
住
ん
で
い
た
時
期
も
あ
り
ま
す
が
、

家
族
や
友
人
が
い
る
地
元
に
帰
り
た
い
と
思
い
、
実
家
に
戻
っ
て

就
職
し
ま
し
た
。
歯
科
助
手
は
立
ち
仕
事
で
、
診
察
が
夜
遅
く
ま

で
か
か
る
こ
と
も
あ
る
の
で
体
力
が
必
要
で
す
。
陸
上
部
に
所
属

し
て
い
た
高
校
時
代
を
思
い
出
し
、
ま
た
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
か
ら
歯
や
治
療
の
こ
と

に
つ
い
て
質
問
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
勉
強
を
続
け
、
知
識
を
身
に

つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

よ
う
や
く
仕
事
に
も
な
れ
て
き
た

の
で
、こ
と
し
は
料
理
を
習
う
な
ど
、

仕
事
以
外
の
自
分
の
時
間
も
充
実
さ

せ
た
い
で
す
ね
。

昭和54年生まれ

サノ　ユカシさん（大淵）

　子どものころから、どんなふうに描けば
周りの人が驚いたり、喜んだりしてくれる
かを考えながら絵を描いていました。私は、
絵を専門に勉強したわけではなく、高校卒
業後にデザイン事務所が経営するカフェで
７年間住み込みで働き、大人としての作法
や、相手に自分の考えを伝える方法など、
社会で必要なことは全てそこで教わりまし
た。その後、カフェをやめて、絵を描くこ
とに没頭していたときに知人から声をかけ
てもらい、個展を開催することになりまし
た。現在も県内外を問わず活動しています。
絵の注文をいただいたときは、お客さんか
らじっくり話を聞いて、イメージを膨らま
せて作品を描きます。絵を見たときのお客
さんの喜ぶ顔を見るのが、とても楽しみで

す。
　ことしは、地元
の人にはもちろん
ですが、まだ出会
っていない各地の
たくさんの人たち
とももっと絵を通
じてつながっていけたらと思います。忙し
く日々を過ごすのではなく、少し余裕を持
ちながら絵を描いていけたらいいですね。

市内在住の
イラストレーター

皆  

さ
ん
の
「
喜
ぶ
顔
」
が
私
の
原
点
で
す

【想像の世界を描く　サノユカシのイラスト展】
と　き／１月１～23日　10:00～17:30　
　　　　（無料。会期中無休）
ところ／芸術空間「あおき」
　　　　富士宮市青木平243
　　　　電話・FAX　0544-23-7735
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昭和42年生まれ

長峰　利
とし

樹
き

さん（吉原 2 ）

昭和30年生まれ

長倉　久子さん
（松岡）

パッチワークに
魅せられて

昭和54年生まれ

諸
もろ

田
た

　陽一さん
（宮島）

富士南小学校区
子ども会 副会長

　きっかけは、平成23年６月に、東日本
大震災による被害を受けた宮城県亘

わた

理
り

町を
訪れたことでした。現地の児童クラブに子
どもの遊べる物がほとんどなかったため、
室内でも遊べるドッヂビーを贈りました。
楽しそうに遊ぶ子どもたちの姿を見て、「子
どもの笑顔は復興の近道になる」と、ドッ
ヂビーを届ける活動を始めました。募金を
募り、これまでに亘理町の全６児童クラブ
のほか、福島県内の児童クラブ、幼稚園、
小・中学校約70か所にドッヂビーを贈り
ました。現在は、毎月１回、福島県を訪れ、
一緒に遊ぶなどの交流をしています。
　福島県には、今でも外で自由に遊ぶこと
ができない子どもたちがいます。親と離れ
て暮らしている子どももいます。「こんな

に頑張っているみ
んなは大きくなっ
たら、きっとすご
い大人になる」。
私たちは、子ども
たちの頑張りに、
いつもこの言葉を
贈っています。
　活動を続けてこ
られたのは、プロ
ジェクトのメンバ
ーをはじめ、多く
の皆さんの支援があったからです。できる
ことがある限り、これからも活動を続けま
す。生き生きしている子どもたちの顔を見
ると「また会いに来よう」と思うのです。

ハッピーディスク
プロジェクト代表

こ   

と
し
も
作
品
を
つ
く
り
続
け
ま
す

子   

ど
も
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

　

昔
か
ら
裁
縫
や
手
芸
が
好
き
で
、
娘
の
服
も
手
づ
く
り
し
て
い

ま
し
た
。
平
成
６
年
に
公
民
館
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
座
で
習
い
始

め
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
平
成
17
年
に
は
指
導
員
の
資
格
を
取
得

し
ま
し
た
。
現
在
は
、
自
宅
で
教
室
を
開
き
、
月
に
２
回
、
静
岡

市
の
生
涯
学
習
交
流
館
で
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
人
に
教
え
る
た
め
に
は
自
分
自
身
も
勉
強
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
作
品
を
見
る
の
が
何
よ
り

も
楽
し
み
な
の
で
頑
張
れ
ま
す
。
完

成
ま
で
に
２
〜
３
年
か
か
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
一
度
は
大
き
な
コ
ン

テ
ス
ト
に
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

　

こ
と
し
も
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
交
流
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

こ
と
し
、
富
士
南
小
学
校
区
の
子
ど
も
会
の
副
会
長
を
務
め
ま

す
。
富
士
南
小
学
校
区
は
、
１
〜
６
年
生
約
９
０
０
人
が
い
る
大

き
な
学
区
で
す
。
副
会
長
は
、
地
区
の
運
動
会
な
ど
の
行
事
の
ま

と
め
役
や
回
覧
物
の
作
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
し
ま
す
。

　

ず
っ
と
こ
の
地
域
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
と
の
か
か
わ

り
が
薄
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

改
め
て
地
域
の
活
動
に
携
わ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
、
夫
婦
で
協
力

し
て
確
実
に
仕
事
を
す
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す

る
な
ど
、
独
自
性
も
出
せ
る
と
い

い
で
す
ね
。

福   

島
の
子
ど
も
た
ち
に
「
笑
顔
」
と
「
元
気
」
を
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２
０
１
４
年　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
ま
し
た
！

昭和 6 年生まれ

宮崎　武
たけより

頼さん
（大淵）

富士文化財愛好会 
会長 多　

く
の
人
に
歴
史
を
伝
え
た
い

　

富
士
文
化
財
愛
好
会
は
、
歴
史
好
き

の
有
志
29
人
で
始
ま
り
ま
し
た
。
私
は

現
在
ま
で
23
年
間
会
長
を
務
め
、
市
の

歴
史
に
関
す
る
資
料
を
ま
と
め
る
活
動

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
歴
史
を
ま
と

め
る
と
き
に
は
、
必
ず
現
地
に
足
を
運

び
、
史
跡
な
ど
の
実
物
を
見
て
、
住
職

な
ど
に
話
を
聞
き
、
根
拠
を
見
つ
け
ま
す
。

　

「
市
の
歴
史
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
」
と
い
う
思
い
で
、
こ

れ
ま
で
調
査
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
と
し
は
、
大
淵
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
で
講
座
を
行
い
ま
す
。
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
大
淵
地
区
の
１
４
０
年
間
の
歴
史
を
30
年
か
け
て
調
べ
、
ま
と

め
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
歴
史
を
探
究
し
続
け
た
い
で
す
。

昭和30年生まれ

熊
くま

尾
お

　健一さん
（国久保 2 ）

シルバーアート
新作づくりに夢中 優   

し
さ
の
あ
る
シ
ル
バ
ー
ア
ー
ト
を

　

市
販
の
キ
ッ
ト
で
銀
粘
土
を
体
験
し
、
粘
土
が
銀
に
変
化
す
る

現
象
に
魅
力
を
感
じ
て
、
休
日
に
東
京
の
専
門
学
校
に
通
い
、
銀

粘
土
の
技
能
を
習
得
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、友
人
の
助
け
も
あ
り
、

体
験
教
室
な
ど
を
行
う
工
房（
ベ
ア
ー
テ
ー
ル
）を
始
め
ま
し
た
。

作
品
づ
く
り
で
重
視
す
る
の
は
「
磨
き
」
の
作
業
で
す
。
ブ
ラ
シ

で
余
分
な
汚
れ
を
落
と
し
、ヘ
ラ
で
表
面
の
凹
凸
を
な
く
し
ま
す
。

銀
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
適
度
な
力
で
行
う
の
が
コ
ツ
で
す
。ま
た
、

作
品
は
や
わ
ら
か
み
の
あ
る
形

を
選
び
、
優
し
さ
の
あ
る
物
づ

く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

こ
と
し
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
年

齢
の
人
に
体
験
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
活
動
の
場
を
広
げ
て
い

け
る
と
い
い
で
す
ね
。

　退職後の66歳からまちづくりセンターの講座
で日本画を習い始めました。現在は月２回の講座
と、空いた時間に自宅で絵を描いています。在職
中は、山岳写真が趣味で20年間撮り続けていま
したが、現在は絵の題材にするために写真を撮り
に行くようになりました。通常、作品が完成する
までに２～３か月かかりますが、ねんりんピック
に出展した作品は５か月かかりました。日本画は
「岩絵の具」と呼ばれる鉱石などを砕いた顔料で
色づけをしますが、まぜて色をつくることができ
ないため、微妙な色合
いを出すのが難しいで
すね。
　ことしも楽しみなが
ら、自分の好きなもの
を描き続けたいです。

昭和18年生まれ

武下　嘉
よし

夫
お

さん
（南松野）

　近所の仲間５人でウォーキングをしていたこと
が、ウォークラリーに参加したきっかけです。決
められたコースを歩くウォークラリーは、所要時
間が設定されていますが、参加者には知らされま
せん。設定時間に近い時間でゴールすると高得点
がもらえるため、早過ぎても、遅過ぎてもいけま
せん。また、チェックポイントでは歴史や自然に
関するクイズなども出されます。ねんりんピック
に参加できたことは本当に幸運でした。現在、ソ
フトテニスや大正琴などもやっているため、毎日
を忙しく過ごしてい
ます。
　ことしも一日一日
を大事にして、羊の
ように丸く温かい一
年にしたいですね。

昭和18年生まれ

清水　ヨリ子さん
（南松野）

ねんりんピック

ウォークラリー部門
ねんりんピック

日本画部門
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お知らせ

○納入 期限　 1月31日G 
（納入通知書は、 1月中旬に郵送します）
○口座振替日　 1月28日D

1月の水道料金・下水道使用料　お客様センター　155-2846

申し込み／直接、市指定金融機関の窓口へ
持 ち 物／通帳・印鑑（届印）・水栓番号（各
世帯配付の「使用水量等のお知らせ」に記載）

～納入は便利で確実な口座振替で～

※納入は 2か月に 1度です（地区によって納入月が異なります）。

毎年 1月26日は 
文化財防火デーです

文化振興課　155-2875
近年、建造物の放火や仏像の盗難
など、文化財の被害が全国で頻発し
ています。不審者がいたら通報する
など、地域の目で地域の文化財を守
りましょう。

富士市障がい児（者）ふれあい交流事業 
「うぃんたーふぇすた」

障害福祉課　155-2761
と　き／ 2月 8日a　10:30～14:00
ところ／東部市民プラザ
内　容／餅つき、歌、大道芸など
対　象／市内在住の障害児（者）とそ
の家族、支援者、ボランティア

定　員／200人
参加費／ 1人につき200円
申し込み／ 1月30日fまでに、はが
きまたはFAX・Ｅメールに参加希
望者全員の住所、氏

ふり

名
が な

、年齢、電
話番号を記入し、〒417-0057　瓜
島町145　コーポ栄座104号室　 
NPO法人富士市手をつなぐ育成会
事務局へ 1・551-0631 
 Ef-ikuseikai@tulip.ocn.ne.jp
※当日の運営ボランティアも募集中。

献血にご協力を

福祉総務課　155-2757
1月の献血
日 場　　所 時　間
3日g ジャンボエンチョー

富士店駐車場

9:30～16:00
（昼休み12:00～13:15）

5日b 市役所駐車場

11日a ジャンボエンチョー
富士店駐車場

15日e 市役所駐車場

1月から不育治療費補助事業
を開始します
健康対策課　164-8994

対　象／夫または妻が 1年以上市内
に在住し、第 1子または第 2子を対
象にした不育治療を行っている夫婦

補助内容／各年度ごと、不育治療に
要した費用から、保険適用額を控
除した額の 2分の 1の額で、上限
15万円（不妊治療費補助金、人工
授精治療費補助金と合わせた額）。
各年度 1回、通算 5回を限度

災害ボランティア 
支援本部開設訓練

ボランティアセンター　164-7100
大規模災害時に市内外からのボラ
ンティアを受け入れ、被災地域に派
遣する災害ボランティア支援本部・
支援支部の開設訓練を行います。
とき・ところ／ 1月25日a　
　①支援本部9:00～（フィランセ西
館健康増進ホール）　②支援支部　
9:30～（富士川ふれあいホール）
※参加自由。

富士発・女
ひと

と男
ひと

のフォーラム

多文化・男女共同参画課　155-2724
と　き／ 1月31日g　13:30～15:30
参加費／無料（当日直接会場へ）
①女

ひと

と男
ひと

が世代を超えてつくる　新
しいまちづくり

ところ／フィランセ西館 3階第一会議室
内　容／日

ひ

詰
づめ

一
か ず

幸
ゆ き

さん（静岡大学人
文社会科学部教授）による講演
※託児あり（1月20日cまでに要予約）。
問い合わせ／きらり交流会議パワー
アップ部会　小

お

櫛
ぐし

　方 
 1090-4866-0228
②創造ー生きる力
ところ／フィランセ西館 4階大ホール
内　容／漆畑勇司さん（彫刻家・富
士芸術村村長）による講話、ワー
クショップ「カードをつくろう！」
※託児あり（1月25日aまでに要予約）。
問い合わせ／アート・プラス・ワン　
片山　方 1090-3448-2265

1月の教育委員会会議
 1月定例会を開催します 
  （どなたでも傍聴できます）
と　き／ 1月20日c　14:10～
ところ／鷹岡中学校会議室
 教育総務課　155-2865

1 月 の 納 期
1月15日～ 2月 2日

市・県民税　第 4期
国民健康保険税　第 7期 
 収納課　155-2730
介護保険料　第 7期 
 介護保険課　155-2766

後期高齢者医療保険料　第 6期
国保年金課　155-2754

りぷす富士各種事業
①落ち葉のプール（富士西公園・
中央公園）（ともに 1月10～18日）、
②ラ・ホールDEサイエンス（ 1月
25日a）、③サロンコンサート（ 2
月 9日b）、④勤労者のためのワイ
ン入門（ 2月14日g）、⑤キンボー
ルスポーツ大会（ 2月15日a）⑥
ウオーキング教室（ 2月19日～ 3
月12日）、⑦飾り巻き寿司教室（ 3
月 1日a）、⑧ラ・ホール寄席（ 3
月 8日a）
問い合わせ／ 
①公園事業課 155-3553 
②④⑧ラ・ホール富士 153-4300 
③⑦富士市交流プラザ 165-5523 
⑤市立富士体育館 153-0900 
⑥市立富士川体育館 181-2111 
 Bhttp://www.fuji-kousya.jp

絶景★富士山 
まるごと岩本山

～世界遺産「富士山」と「梅」 
 「桜」の絶景を望む～
と　き／ 2月 1日～ 4月12日
ところ／岩本山公園

「夢」は叶
か な

う。
観
かん

梅
ばい

ウエディング2015参加夫婦募集
と　き／ 2月28日g　12:30～13:30
参加費／ 1万円
定　員／ 1組（書類審査）
参加特典／新郎新婦ウエディン
グ衣装貸与など

※詳しくは、富士山観光交流ビュ
ーローウェブサイトをごらんに
なるか、新富士駅観光案内所へ。 
 164-2430 
 Bhttp://www.fujisan-kkb.jp

開庁日／ 2月 1日a 9:00～16:00
開庁窓口／★市民課（155-2747）
★収納課（155-2730）
★国保年金課（155-2751）

2月の市役所休日開庁日
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募　集

〈出展者説明会〉
と　き／ 1月30日f　午後の部　15:00～16:30　夜間の部　19:00～20:30
ところ／ふじさんめっせ
申し込み／ 1月23日fまでに、FAXで商業労政課へ
※募集内容など詳しくは、市ウェブサイトをごらんください。

商業労政課　155-2907　551-1997

「富士のふもとの大博覧会2015」出展者（食関連事業者）募集
①富士のふもとの厳選食財

ざい

と　き／ 5月23日g・24日a　 
各10:00～16:00
内　容／富士山麓の食材をPRする
展示販売エリアへの出展
対　象／富士山ナンバーエリア内に
在住する農業者・漁業者・食材製
造業者または団体

②富士のふもとのグルメコンテスト
と　き／ 5月23日g　10:00～15:00
内　容／来場者の投票によるグルメ
コンテストへの出品（一品のみ）
対　象／富士山ナンバーエリア内で
飲食店・食品製造業を営む店舗ま
たは団体
※24日a10:00～16:00は自由販売可。 f

エフ

-B
ビ ズ

iz  e
エ ッ グ

gg 週末起業相談会（無料）
産業政策課　155-2952

と　き／ 1月24日g　9:00～19:00
（最終受付18:00）
ところ／f-Biz　egg（中央図書館分
館 2階）
申し込み・問い合わせ／f-Biz egg
 130-6363 530-6364 Einfo@f-biz.jp

防衛大学校学生（一般後期）

市民課　155-2746
受付期間／ 1月21～30日
問い合わせ／自衛隊富士地域事務所 
 151-1719

平成27年度消費生活モニター

市民安全課　155-2750
対　象／市内在住で、日常の買い物を
自分で行い、毎月 1回程度の学習会
（平日の昼間）などに参加できる人
（生活必需品の販売関係者は除く）
活動内容／毎月の主要生活物資の価格
調査、学習会・生活展などへの参加
定　員／25人程度
謝　礼／年間 2万円
任　期／ 4月 1日～平成28年 3月31日
申し込み／ 2月 5日e（必着）まで
に、はがきに住所、氏

ふり

名
が な

、年齢、
職業、電話番号、応募動機、交通
手段、日ごろ買い物をしている店
舗名、託児の希望の有無を記入し、
〒417-8601　富士市役所市民安全
課「消費生活モニター募集」係へ

国の重要文化財「古
こ

谿
けい

荘」 
庭園の特別公開（無料）

文化振興課　155-2875
と　き／ 2月 8日a　9:45～15:00の
うち 1時間程度　※荒天中止。
内　容／ガイドの引率案内により、
庭園と建物の外観を見学（自由散
策及び建物内への立ち入りはでき
ません）
定　員／午前・午後各100人（応募者
多数の場合抽せん。見学時間は指
定）
申し込み／1月26日bの17:00（必着） 
までに、はがきまたはFAX・Eメ
ールに参加希望者全員の住所、氏

ふり

名
が な

、電話番号（ 1通につき 4人ま
で申し込み可）、希望時間（午前ま
たは午後）を記入し、〒417-8601　
富士市教育委員会文化振興課へ 
 553-0789 
 Eky-bunkashinkou@div.city.fuji.shizuoka.jp

平成27年度　富士市青少年体験交流事業 
「キズナ無限∞の島」広告主

社会教育課　155-2873
募集広告／①募集チラシ（Ａ 4単色・
2万部発行、世帯回覧、ＰＴＡ総会
などで配布）②募集パンフレット
（Ａ 3中折り 4色・ 1万2,000部発
行、学校から市内全中学生に配布）
掲載料／①②ともに 1枠 1万5,000円
選定方法／先着順（内容審査あり）
申込期間／ 1月19日～ 2月18日
※申込方法など詳しくは、社会教育
課に問い合わせるか、市ウェブサ
イトをごらんください。

～富士山の古
いにしえ

めぐり～ 第3弾 
「富士山 ～芸術の源泉～」

観光課富士山・シティプロモーション推進室　155-2958
と　き／ 2月 8日a　8:00～13:00
（予定）※荒天中止。
コース／市役所→はたご池→古谿荘
庭園→道の駅富士川楽座（昼食）
→市役所（バスで移動）
※古谿荘庭園は、専門のガイドが引
率・案内します。
対　象／市内在住・在勤の小学生以
上（小学生は保護者同伴）
定　員／40人（応募者多数の場合抽せん）
参加費／500円（昼食代は含まず）
申し込み／ 1月22日eの17:00（必
着）までに、直接または電話・FAX
に参加する人の住所、氏

ふり

名
が な

、年齢、
電話番号を記入し、観光課へ
 551-1997

個人参加公共施設 
見学参加者（無料）

広報広聴課　155-2736
コース
市役所→環境クリーンセンター→広
見児童館→市民活動センター（見学
・昼食）→吉原つくし（障害者就労
支援施設）→市役所
と　き／ 1月29日e　9:30～14:40
対　象／市内在住・在勤の人
定　員／20人（応募者多数の場合、
初めての人を優先し、抽せん）
申し込み／ 1月 6日cの18:00（必着） 
までに、電話またはFAXに参加す
る人の住所、氏

ふり

名
が な

、年齢、電話番
号（ 1回につき 2人まで申し込み
可）、今までの参加の有無、「 1月
29日見学希望」を記入し、おしえ
てコールふじ「公共施設見学」係
へ 153-1111　551-0623

市営住宅上堀団地 
（シルバーハウジング）入居者

住宅政策課　155-2817
募集団地／上堀団地A棟305号室（松
岡2400-11）
間取り／ 2 DK（ 6畳、 6畳、DK）
家　賃／ 1万8,900円～ 3万7,200円
※入居する人の世帯所得によります。
※共益費、駐車場使用料、緊急通報
システムなどの経費は含みません。
敷　金／家賃の 3か月分
資　格／満60歳以上の単身世帯、夫婦
双方またはいずれかが満60歳以上
の世帯、収入が基準以下の世帯など
申し込み／ 1月20～30日の8:30～
17:15（土・日曜日は除く）に、直
接住宅政策課へ
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講座・教室

甲種防火管理新規講習・再講習

消防本部予防課　155-2859
と　き／新規講習： 2月 5日e・ 6
日f　各10:00～16:00　計 2日

　再講習： 2月 4日d 9 :30～11:30
ところ／消防防災庁舎 7階大会議室
定　員／新規講習130人　再講習50
人（各先着順）

受講料／新規講習　5,000円　再講習　
2,000円（各テキスト代）

申し込み／ 1月 5～23日に、受講申
請書（消防本部予防課で配布、市
ウェブサイトでダウンロード可）
に必要事項を記入し、写真 1枚（縦
4センチメートル×横 3センチメ
ートル）と受講料を添えて、消防
本部予防課へ

わらべうたを楽しもう（無料）

富士文庫　172-1612
東図書館　138-1550

とき・ところ／① 1月23日f 10:00
～（鷹岡市民プラザ） ② 1月29日
e 10:30～（西図書館（164-2110）） 
③ 2月 3日c　10:30～（中央図書
館（151-4946）） ④ 2月 8日a Ａ
10:00～、10:40～、Ｂ11:20～（東
図書館）
対　象／保護者と①～③ 3歳くらいまで
の子ども ④Ａ 0～ 1歳児 Ｂ 2～ 3歳児

定　員／①～③各20組④各15組（全
て先着順）

申し込み／ 1月15日eの9:00から受
け付けます。電話で①は富士文庫、
②～④は各館へ

野外活動指導者講習会

少年自然の家　135-1697
と　き／ 2月14日g・15日aの 1泊 2日
ところ／少年自然の家、丸火自然公園
内　容／オリエンテーリングと野外
料理、リスクアセスメントなど
対　象／青少年団体指導者、小・中
学校教職員、大学生、野外活動に
興味がある人など
定　員／30人（先着順）
参加費／1,800円（食事代などを含む）
申し込み／ 1月21日～ 2月 1日（ 1
月26日bを除く）に、直接・電話
またはFAXに住所、氏

ふり

名
が な

、年齢、
性別、所属団体（学校）名を記入
し、少年自然の家へ 536-2799

日曜・夜間納税相談
1月15日E・26日B 17:15～19:00
2月 1日A 9:00～16:00

収納課　155-2730
青春大賞専用ウェブサイト

を開設しました!!
企画課市長戦略室　155-2718
専用ウェブサイトから青春大賞
に直接エントリーできます。
対　象／市内在住・在学・在勤の人
募集期間／ 2月28日gまで
※申込方法など詳しくは、専用ウ
ェブサイトをごらんください。
※青春大賞にエントリーし、 2月
22日aに市庁舎屋上「ふじさん
てらすM

ミ エ ル ラ

ierula」で開催するキッ
クオフイベントの参加者に、限
定記念品を進呈します。 
 Bhttp://fujishi.jp/seisyun

平成27年消防出初式
1月11日A　8:30～11:40
①式典　②分列行進　 
③消防演技　④一斉放水
ところ／①③④市役所駐車場、②
市役所周辺道路
※雨天の場合は①のみをロゼシア
ターで行います（10:00～11:00）。
※公共交通機関でご来場ください。
◆消防出初式写真コンテストも行
います
消防本部消防総務課　155-2851

市立博物館各種講座

市立博物館　121-3380
①手すき和紙講座
と　き／ 2月 7・ 8・11・14・15日　
各9:00～15:00　計 5回
ところ／市立博物館
内　容／手すき和紙の原料の準備か
ら手すき実習・乾燥など
対　象／高校生以上
定　員／10人（先着順）
受講料／1,500円
申し込み／ 1月16日fの9:00から受け付
けます。直接または電話で市立博物館へ
②親子どきやき体験
と　き／ 2月11日d　建国記念の日　
9:00～12:00
ところ／市立博物館工芸棟染色室
内　容／土器ペンダントづくり、火
おこし体験
対　象／保育園・幼稚園年少～小学
生とその保護者（小学 4年生以上
は 1人で参加可）
定　員／35人（先着順）
参加費／50円
申し込み／ 1月31日gの9:00から受
け付けます。直接または電話で市
立博物館へ

母子・父子家庭等児童入学祝金支給制度をご利用ください
子育て支援課　155-2763

支給要件／①～③の全てに該当する場合
①平成26年12月31日時点で市内に在住し、4月 1日まで富士市民である
②平成27年 4月に小学校または中学校に入学する子どもを扶養している
③下記のいずれかに該当する家庭
●ひとり親（母子・父子）の家庭（父または母が死亡、離婚、未婚、
または 1年以上行方不明）
※母または父が婚姻の届け出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の
事情にある場合や、離婚前提で別居している場合などは該当しません。

●両親のいない家庭（父母が死亡または 1年以上行方不明）
●両親のどちらかが身体障害者手帳 1・2級または精神障害者保健福
祉手帳 1・ 2級である家庭

支給金額／祝金 1万円　　提出期限／ 1月30日f（必着）
申し込み／支給を受けるには「申請書」の提出が必要です。必要事項を記
入し、直接または郵送で、〒417-8601　富士市役所子育て支援課へ

※対象者には、1月上旬に「申請書」を発送します。「申請書」が届かない場合
でもご自身が対象と思われる場合は、子育て支援課にお問い合わせください。

1月 1日Eの接骨師会 
休日当直当番の変更
変更後　船津北村接骨院 
（134-5352・船津）

第48回 富士市展の図録を発刊 
（書道・写真・工芸・絵画・彫刻）

文化振興課　155-2874
販売場所／文化振興課
図録代金／ 1冊400円
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脳いきいき講座（無料） 
なぜなる？どうする？認知症！

介護保険課　155-2767
と　き／ 2月 8日a　14:00～16:00
ところ／ラ・ホール富士 5階研修室
内　容／志村孚

たか

城
き

さん（日本早期認
知症学会理事長）による「認知症の
正しい理解」、奥山恵理子さん（日
本認知症ケア学会代議員）による
「認知症予防の考え方」
定　員／100人（先着順）
申し込み／ 1月19日bから受け付け
ます。電話でライフサポートセン
ターしずおか岳南事務所へ 
157-6029（月～金曜日の9:00～
17:00）

インターネット・メール 
入門講座

シルバー人材センター　153-1150
と　き／ 2月 7日～ 3月28日の毎週
土曜日　13:00～15:00　計 8回

ところ／ラ・ホール富士 7階ＯＡルーム
対　象／簡単な文字入力ができる人（備
えつけのW

ウ ィ ン ド ウ ズ

indows 7、W
ワ ー ド

ord2010使用）
定　員／20人（先着順）
受講料／6,000円（別途、施設使用料
・テキスト代として3,036円）

申し込み／ 1 月19～21日の9:00～
16:00に、電話でシルバー人材セン
ターへ

※受講生 5人に対してアシスタント
1人がつきます。

第 5回　市民生活講座 
「家庭でできる食中毒・感染症予防」

市民安全課　155-2750
と　き／ 1月16日f　10:00～12:00
ところ／フィランセ東館 2階ふくし
体験室・学習室
講　師／矢野滋

しげ

久
ひ さ

さん（県富士保健
所衛生薬務課班長）
受講料／無料（当日直接会場へ）
※託児あり（要予約。 1月13日cま
でに、FAXに子どもの氏

ふり

名
が な

・年齢
（○歳○か月）、保護者の氏

ふり

名
が な

・連
絡先を記入し、富士市消費者運動
連絡会　552-9414へ）。
問い合わせ／富士市消費者運動連絡
会　中川　方 1080-6909-2318

広報広聴課　155-2736

次の案件を策定するに当たり、皆さんの意見を募集します。

パブリック・コメント募集 ～市政への意見反映制度～

①案件名　第 4期富士市障害福祉計画（案）
内　容／誰もが互いに人格と個性を尊重し、支え合う
共生社会を実現するため、必要になる障害福祉サー
ビス量を見込み、サービス提供体制の目標値を規定
する「第 4期富士市障害福祉計画」を策定します。

担当課／ 障害福祉課　155-2911　553-0151 
Efu-syougai@div.city.fuji.shizuoka.jp

②案件名　富士市観光基本計画（案）
内　容／本市にあるさまざまな資源を観光振興に活用
し、本市ならではの観光による地域産業の活性化を
推進するため、「富士市観光基本計画」を策定します。
担当課／ 観光課　155-2777　551-1997 

Esy-kankou@div.city.fuji.shizuoka.jp

募集期間／ 1月 5日～ 2月 5日
提出方法／直接または郵送・FAX・Eメール・市ウェブサイトの専用フォームで、〒417-8601　富士市役所①障害福祉課②観光課へ
※詳しくは、募集開始日以降に、各担当課・中央図書館及び各地区まちづくりセンターにある資料、市ウェブ
サイトのパブリック・コメントコーナーをごらんください。

11日A 池田産婦人科医院 21-2228 石 坂 なかじま眼科 72-0011 入山瀬 田中耳鼻咽喉科医院 9
（055）
75-0226 三島市 下 村 接 骨 院 35-3663 大 淵

12日B ロゼレディースクリニック 60-5747 蓼原町 聖隷富士病院（眼科）52-0780 南 町 三島耳鼻咽喉科クリニック 9
（055）
35-6681 沼津市 するが接骨院 51-2215 永田北町

18日A 望月産婦人科医院 34-0445 比 奈 安藤眼科医院 2
（0544）
6-8833 富士宮市 わたなべ耳鼻咽喉科医院 65-6787 松 岡 清 接 骨 院 71-3177 入山瀬

25日A 窪田レディースクリニック 65-7077 平 垣 海野眼科医院 30-6260 松 岡 静岡医療センター 9
（055）
75-2000 清水町 田子浦鍼灸接骨院 61-4131 横割6

と　

き

1月の接骨師会 
休日当直当番

眼
が ん

科
か Ophthalmology
Oftalmolagia

9:00～17:00
耳
じ

 鼻
び

 科
か Otorhinolaryngology
Otorrinolaringologia

8:00～17:00
産
さ ん

婦
ふ

人
じ ん

科
か Gynecology＆Obstetrics
Gineco-Obstetrica

8:00～翌8:00
柔
じゅう

道
ど う

整
せ い

復
ふ く Bonesetter

Clinica de osteopatia

9:00～17:00

Available Hospitals in the Holiday
Pronto Socorro em  atendimento fim de semana e feriados1月の休日当直医 救急当直医案内

151-9999

内
な い

科
か

・小
しょう

児
に

科
か

・外
げ

科
か Internal Medicine/Pediatrics/Surgery

Clinica Geral/Pediatria/Cirurgias
歯科医師会館　153-5555
　　　　　　　伝法2850-3
日曜日・祝休日 9:00～12:00
　　　　　　  13:00～16:00

歯
し

　科
か Dentistry
Dentistas

Emergency Hospitals
Hospitais de emergencia

救 急 救急医療センター　151-0099　津田217-2
平日19:00～翌8:00　土曜日14:00～翌8:00　日曜日・祝休日 9:00～翌8:00
〈診療上の注意〉必ず保険証とお薬手帳（ある場合）を持参してください。緊急性により診察
順が変わり、投薬は 1日分です。子どもが受診する場合は、早目の時間帯にお越しください。

各地区まちづくりセンター講座　受講生募集
講座名 開催日時 対象 申込先 内容（受講料など） 定員 募集期間

①
ママとベビーの
ふれあいタッチ
（冬）

2月13・27日、 3月13日
の各金曜日　
10:00～12:00　計 3回

生後 2か月から
ハイハイ前の子
どもと市内在住
・在勤の母親

岩松まちづくりセンター 
〒416-0909　
松岡837-7
163-5210

ベビータッチ、スキン
シップ体験など（900円。 
材料費含む）

10組 1月 5～23日
（必着）

② 手軽！簡単！
おやつづくり

2月26日、 3月12・19日
の各木曜日　
10:00～12:00　計 3回

市内在住・在学
・在勤の人

松野まちづくりセンター
〒421-3303 南松野1792-2
156-1055

マドレーヌ・イチゴ大
福・バームクーヘンづく
り（2,400円。材料費含む）

12人 1月20～26日
（消印有効）

申し込み／各募集期間に、市ウェブサイトで電子申請するか、はがきを持参または往復はがきに住所、氏
ふり

名
がな

、年
齢、性別、電話番号、講座名、市外在住の人は学校名または勤務先、①は子どもの氏

ふり

名
がな

・性別・生年月日を記
入し、各申込先へ　※①②とも応募者多数の場合抽せん。




